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■  森林空間利用促進の要として都市住民に注目
日本では三大都市圏に人口の過半数が居住する一

方で、山村地域では過疎・高齢化が進行しています。
山村地域が衰退し森林を管理する担い手が減ると、
森林の多面的機能にも悪影響が懸念されます。した
がって、森林の美しい景観や山村の豊かな文化等を
活用した森林空間利用を通して、都市住民の森林体
験を促進し、山村地域を活性化することが重要です。
そのためには、まず都市住民が森林をどのように捉
えているかを知る必要があります。そこで本研究で
は、東京23区の住民5,000人を対象としたウェブア
ンケートを実施し、森林への関心や訪問に影響を与
える要因を調べました。

■  森林無関心層、無訪問層はどれだけいたか
調査の結果、回答者の48.1% が森林に無関心であ

り、64.4% が過去１年間で１度も森林を訪問してい
ないことが分かりました（図1左）。森林を訪問しな
かった人の割合は、全国を対象とした過去の世論調
査などと比べてもさらに高い値で、都心部では森林
との関係がさらに希薄になっていることが明らかと
なりました。一方で、森林に関心があるにもかかわ
らず訪問していない層が全体の24.4% を占めていま
した。そこで、訪問しなかった理由を整理したところ、

「経済的・時間的な余裕が無い」、「一緒に訪問する人
がいない」、「魅力的なプログラムがない」等が主な
理由でした（図1右）。余暇やレジャーではない場面、
例えば企業研修での森林空間利用等を促進すること
が、森林への訪問に結びつくかもしれません。

■  森林への訪問に結びつく要因
約50項目からなるアンケート結果について統計的

東京23区の住民で過去1年間に森林を訪れたのは3人に1人
－森林空間利用を促すには－

な解析を行い、森林への関心や訪問に影響を与える
要因を分析しました（図2）。分析の結果、森林への訪
問頻度に最も影響を与える要因は「非育児世帯が自
動車を持たないこと」「ウォーキング習慣」「旅行経験」
の3点であることなどが判明しました。これらの知
見から、森林への訪問を促進するためには、自家用
車に頼らないアクセスの改善、身近な自然とのふれ
あい、自然を活用した魅力的なプログラムの提案が
重要であることが示されました。
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図2　森林への訪問に結びつく要因と因果関係
図のボックスの中は影響する変数名、矢印は原因→結果の方向、数字の絶対値は因果関係の強さを示します。
数字は -1から1の範囲で、0に近ければほとんど影響を与えず、1に近ければ強い正の影響を与え、-1に近けれ
ば強い負の影響を与えることを意味します。過去の自然体験やウォーキングの習慣が訪問に結びつくことや、
子どものいない世帯はあまり車を持たず訪問が阻害されることなどが、統計的に整理されました。

東 京23区の住民アンケートから、過去1年間に森林を訪れたのは3人に1人にとどまり、森林への訪
問を促すには、アクセスの改善、身近な自然とのふれあい、魅力的なプログラムの提案が重要で

あることが示されました。
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図1　都市住民における森林無関心層、無訪問層の割合および森林を訪問しなかった理由
東京23区の住民（5,000人）に占める森林への無関心層 / 関心層の割合（横軸）と無訪問層 / 訪問層の割合（縦軸）
を整理しました（左）。全体の64.4％が直近の1年間で1度も森林を訪問していない無訪問層となりましたが、
全体の24.4％が関心はあるのに訪問していない層でした。そこで、森林を訪問しなかった理由について整理
したところ（右）、関心層と無関心層で理由に違いがあることが見えてきました。
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